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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
単位部材を連結しながら貯留空間を地下に構成し、当該貯留空間をシートで覆い水の貯留
空間とした貯留浸透施設において、当該施設の基礎部に長手方向に垂直の断面で見た形状
が、逆Ｕ字状の部材を平行に間隔を設け敷設し、当該長手方向に垂直の断面で見た形状が
、逆Ｕ字状の部材の上に単位部材を配設し、長手方向に垂直の断面で見た形状が、逆Ｕ字
状の部材の間にモルタルあるいはコンクリートを打設し傾斜を設けて、貯留空間内に流入
する砂泥を傾斜面下部に集積させることを特徴とする傾斜基礎面を有する貯留浸透施設。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、単位部材を連結した水の貯留浸透施設の技術に属する。
【背景技術】
【０００２】
雨水の流出抑制を目的として、プラスチックなどで製造されたテーブル状、容器状あるい
はパイプ状部材などの単位部材を地下に配置し、貯留空間を確保して雨水を一時的に貯留
する貯留浸透施設が普及している。この目的のために各種の形状の部材が例えば特願昭62
-101097、特願昭62-126179、特開平9-296486、特開平11-43971、特願平10-115778などに
提案かつ使用されている。いずれの方法も部材を地下に配置しその周囲を透水性もしくは
遮水性のシート類で包み、その内部空間に雨水を貯蔵する貯留浸透施設とするものである
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雨水の流出抑制を目的とするためには、地下水位が低い場合は透水性のシートで包み、貯
留された雨水を徐々に地下に浸透させ、地下水位が高い場合は地下水が内部に入らないよ
うに遮水性のシートで包み雨水を貯留した後、徐々に下水あるいは河川に放流することが
行われている。
【０００３】
これら雨水の貯留浸透施設は、屋根雨水のみを貯留する場合は雨水中に含まれる砂泥分は
極めて少なく、そのまま貯留空間内に堆積してもその貯留機能を大きく損なうことはない
。しかしながら、U字溝を介して流入する雨水を貯留する場合は雨水中に含まれる砂泥分
はきわめて大きい。そのまま貯留空間内に堆積させると貯留空間の容積を減少させ、貯留
浸透施設の機能を損なう可能性がある。貯留空間に堆積した砂泥分を除去するため特開20
02-129640には貯留空間の基礎部に傾斜を設け、砂泥分を最下層部に集め排出する方法が
開示されている。単位部材を用いた貯留空間の基礎部にかかる傾斜面を形成することは手
間と時間がかかり効率的ではなかった。
【０００４】
【特許文献１】特願昭62-101097
【特許文献２】特願昭62-126179
【特許文献３】特開平9-296486
【特許文献４】特開平11-43971
【特許文献５】特願平10-115778
【特許文献６】特開2002-129640
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本願発明は、単位部材を連結して貯留空間を構成した雨水貯留浸透施設の基礎面に傾斜を
設ける方法の提案にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本発明は、単位部材を連結しながら貯留空間を地下に構成し、当該貯留空間をシートで覆
い水の貯留空間とした貯留浸透施設において、当該施設の基礎部に長手方向に垂直の断面
で見た形状が、逆Ｕ字状の部材（以下、逆Ｕ字状の部材と略称する。）を平行に間隔を設
け敷設し、当該逆Ｕ字状の部材の上に単位部材を配設し、逆Ｕ字状の部材の間にモルタル
あるいはコンクリートを打設し傾斜を設けて、貯留空間内に流入する砂泥を傾斜面下部に
集積させることを特徴とする傾斜基礎面を有する貯留浸透施設である。傾斜面の形成作業
を簡易化するため、傾斜面を形成する場所と単位部材を分離し、単位部材の配置前にコン
クリートの打設を可能とした。
【発明の効果】
【０００７】
基礎面に逆Ｕ字状の部材を平行に間隔を設け敷設し、その逆Ｕ字状の部材間に傾斜面を設
けて、モルタルあるいはコンクリートを打設するため作業が簡単になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
以下、本発明を、図を用いて、より詳細に説明する。
図１は、本発明である貯留浸透施設の貯留空間の概念図である。図1ａは断面図であり、
図１ｂはＡ－Ａでの断面図である。
【０００９】
図１に示したように、貯留浸透施設はその基礎面に逆Ｕ字形の部材が平行に間隔をあけて
配設され、その上に単位部材が組み立て配置されている。逆Ｕ字状の部材の間にはハッチ
ングで示した傾斜面が施されている。本傾斜面は略正方形の平面を有する貯留空間の辺と
辺との間に平行に等間隔で設けられているが、辺と辺の中心部に向かってそれぞれ低くな
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るように傾斜を設けてもよい。あるいは中心に向かって高くなるように傾斜を設けてもあ
るいは平行な逆Ｕ字状の部材間で台形状部材に直角方向に設けてもよい。傾斜面は、逆Ｕ
字状の部材を配設した後、単位部材の組み立て前に設けることができるため極めて容易に
必要な傾斜面が得られる。
【００１０】
図２に示すように、傾斜面の最下部にＵ字溝を設け、集積した砂泥を排出するようにする
ことが好ましい。
【００１１】
逆Ｕ字状の部材は、単位部材が安定して配置組み立てられ、間にコンクリートモルタルな
どが打設できる隙間を生ずる形状であれば台形、逆Ｕ字形その他の形状でもよい。逆Ｕ字
状の部材の材質はコンクリート、強化繊維プラスチック、ステンレススチールなど必要な
強度が得られ、水に対して安定な材質のものであればよい。
【００１２】
単位部材は、逆Ｕ字状の部材の上に安定して配置、組み立てのできるものならその形状は
問わない。一般的に雨水の貯留浸透施設用に使用され提案されているものが使用できる。
その単位部材の例を図３に示す。
【００１３】
図４に示すように、本貯留空間に壁材をめぐらし、適切なシートで覆い、必要に応じて流
入管、泥だめます、溢流管、オリフィスますなどを設けて貯留浸透施設として使用するこ
とは従来の技術となんら代わるところがない。
【００１４】
単位部材は、その材質は特に限定されないが、水に対する耐性と、必要な強度が得られる
ものが好ましく、ステンレススチール製あるいは熱可塑性のプラスチックあるいはガラス
繊維などで強化されたプラスチック製が使用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】は、本発明の貯留浸透施設における貯留空間の概念図である。
【図２】は、本発明の貯留浸透施設における貯留空間の他の概念図である。
【図３】は、単位部材の例を示す。
【図４】は、本発明の貯留浸透施設として使用する場合の概念図である。
【００１６】
１　逆Ｕ字状の部材
２　単位部材
３　傾斜面
４　Ｕ字溝
５　貯留浸透施設
６　シート
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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